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場
を
つ
く
り
、
有
害
な 

モ
ノ
は
持
ち
込
ま
な
い 

よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り 

が
必
要
で
は
な
い
で
し 

ょ
う
か
。 

最
後
に
、
現
在
、
都
は
２
０
１
６
年
の

東
京
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
開
催
に
向
け
、
様
々
な
招
致
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
世
界
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ

ー
ト
に
よ
る
戦
い
は
、
我
々
に
感
動
や
情

熱
、
活
力
を
与
え
て
く
れ
る
と
と
も
に
、

次
世
代
を
担
う
若
者
達
の
夢
と
希
望
を
か

な
え
る
絶
好
の
機
会
で
す
。 

ま
た
、
わ
れ
わ
れ
伊
豆
諸
島
・
小
笠
原

諸
島
を
国
の
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
チ

ャ
ン
ス
で
あ
り
、
活
性
化
に
も
大
き
く
寄

与
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
本
年
10
月
の
開

催
都
市
決
定
に
向
け
、
引
続
き
様
々
な
招

致
活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う

ぞ
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
、
そ
し
て
大

き
な
ご
声
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

本
年
は
、
東
京
都
に
と
り
ま
し
て
も
、

伊
豆
諸
島
各
島
に
と
り
ま
し
て
も
、
将
来

の
方
向
性
を
見
極
め
る
大
き
な
節
目
の
年

に
な
り
ま
す
。 

本
年
も
、
ど 

う
ぞ
よ
ろ
し
く 

お
願
い
い
た
し 

ま
す
。 

 

 

全
国
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向 

け
て
大
き
く
飛
躍
す
る 

年
に
な
り
ま
し
た
。 

食
の
安
全
性
の
問
題 

が
声
高
に
叫
ば
れ
て
い 

る
今
日
、
島
の
特
産
物 

を
改
め
て
そ
れ
ぞ
れ
の 

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
拡
大
す
る
絶
好
の
機
会
で

も
あ
り
、
期
待
し
て
い
ま
す
。 

昨
年
、
都
が
実
施
し
た
公
共
工
事
と
し

て
は
、
都
道
整
備
や
林
道
改
良
、
港
湾
漁

港
・
空
港
整
備
な
ど
を
計
画
ど
お
り
行
い

ま
し
た
。
本
年
も
引
き
続
い
て
各
地
の
整

備
を
実
施
す
る
ほ
か
、
永
年
の
懸
案
に
な

っ
て
い
た
『
町
道
八
重
根
護
神
線
の
都
道

化
事
業
』
に
と
り
か
か
り
ま
す
。
皆
さ
ま

の
一
層
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

さ
て
、
昨
年
の
八
丈
島
で
の
大
き
な
話

題
と
し
て
、
最
終
処
分
場
の
問
題
が
あ
り

ま
し
た
。
ご
み
の
減
量
化
、
リ
サ
イ
ク
ル

の
推
進
は
大
変
重
要
で
あ
り
、
早
急
に
取

り
組
む
べ
き
課
題
で
す
。
し
か
し
離
島
で

の
リ
サ
イ
ク
ル
に
は
コ
ス
ト
の
問
題
な
ど

本
土
と
違
っ
た
難
題
が
数
多
く
あ
り
、
最

終
的
に
処
分
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
モ
ノ

（
焼
却
灰
等
）
は
必
ず 

出
る
と
思
い
ま
す
。 

最
新
技
術
を
駆
使
し 

た
安
全
性
の
高
い
処
分 
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◎ 

新
年
挨
拶 

「
大
き
な
節
目
の
年
を
迎
え
て
」 

八
丈
支
庁
長 

三
井 

幾
雄 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 

八
丈
島
と
青
ヶ
島
の 

皆
様
に
は
、
抱
負
を
胸 

に
新
し
い
年
を
迎
え
ら 

れ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。 

昨
年
は
、
大
き
な
台 

風
被
害
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
台
風
並
み

の
低
気
圧
や
夏
の
日
照
り
に
見
舞
わ
れ
た

ほ
か
、
燃
油
の
高
騰
に
よ
り
漁
業
・
農
業

等
は
大
き
な
痛
手
を
被
り
ま
し
た
。
観
光

客
数
に
つ
い
て
も
、
一
昨
年
を
下
回
る
な

ど
、
全
体
的
に
は
低
迷
な
年
で
し
た
。 

そ
の
中
で
、
一
昨
年
に
開
催
さ
れ
た
「
ハ

イ
ビ
ス
カ
ス
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
八
丈
」

に
参
加
し
た
フ
ラ
の
グ
ル
ー
プ
が
、
二
度

三
度
と
合
宿
で
来
島
さ
れ
た
り
、「
フ
イ
ル

ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
効
果
と
し
て
八
丈
島

を
ロ
ケ
地
と
し
た
ド
ラ
マ
撮
影
や
映
画
製

作
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
地
味
で
は
あ
り
ま

す
が
、
着
々
と
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
が
定
着

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
関
係
者
の
皆
さ
ま
の

ご
労
苦
に
対
し
感
謝
致
し
ま
す
。 

ま
た
、
青
ヶ
島
に
お
い
て
は
、
念
願
の

焼
酎
工
場
が
完
成
し
、「
あ
お
ち
ゅ
う
」
の

日本だから、できる。 

あたらしいオリンピック！ 
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と
な
り
、
三
根
地
域
か
ら
徒
歩
で
の
避

難
誘
導
が
行
わ
れ
、
こ
ち
ら
も
多
数
の

住
民
の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
会

場
内
で
は
土
砂
崩
れ
を
想
定
し
た
土
砂

除
去
及
び
救
出
救
助
や
、
港
内
で
の
海

難
救
助
等
の
実
動
訓
練
が
行
わ
れ
、
時

折
歓
声
が
上
が
っ 

て
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
底
土
港 

駐
車
場
に
は
救
助 

資
機
材
や
災
害
用 

ト
イ
レ
の
展
示
が 

行
わ
れ
ま
し
た
。 

◎
青
ヶ
島
村 

 

今
回
は
、
池
之
沢
旧
火
口
付
近
に
お

い
て
噴
火
の
兆
候
が
確
認
さ
れ
、
噴
火

警
報
が
発
表
さ
れ
る
と
い
う
「
噴
火
災

害
」
を
想
定
し
た
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。 

 

本
部
運
営
訓
練
で
は
、
青
ヶ
島
村
と

都
災
害
対
策
本
部
・
支
庁
・
八
丈
町
と

の
テ
レ
ビ
会
議
を
通
じ
て
、
全
島
避
難

を
決
定
し
、
八
丈
町
へ
の
受
入
れ
準
備

を
要
請
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
村
内
放
送
で
旅
行
者
等
を

含
む
島
民
に
避
難
を
呼
び
か
け
、
村
役

場
前
へ
の
避
難
誘
導
の
後
、
消
火
活
動

訓
練
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
は
、
合
同
総
合
防
災
訓
練

と
い
う
こ
と
で
、
実
際
に
11
名
の
島 

 

青
ヶ
島
の
焼
酎
は
、
『
あ
お
ち
ゅ
う
』

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
人
気
が
高
く
、
10
人

の
杜
氏
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
青
ヶ
島
酒

造
合
資
会
社
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
工
場
の
老
朽
化
が
進

み
、
需
要
に
あ
っ
た
仕
込
み
が
出
来
な

い
状
況
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
た
め
、
青

ヶ
島
村
は
、
青
酎
の
安
定
し
た
供
給
体

制
の
確
立
と
生
産
量
拡
大
を
目
指
し

て
、
国
と
東
京
都
の
補
助
事
業
を
活
用

し
、
平
成
19
年
度
に
新
工
場
の
整
備
を

行
い
ま
し
た
。 

新
工
場
の
運
営
は
合
資
会
社
が
行
っ

て
い
く
こ
と
が
決
ま
り
、「
か
ん
も
」（
サ

ツ
マ
イ
モ
）
の
収
穫
を
迎
え
た
昨
年
11

月
か
ら
、
新
工
場
で
の
青
酎
生
産
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

 

青
酎
発
展
の
一
大
転
機
と
な
る
新
工

場
稼
動
と
合
資
会
社
設
立
25
周
年
を

祝
う
記
念
式
典
が
合
資
会
社
主
催
で

11
月
11
日
に
開
催 

さ
れ
ま
し
た
。 

式
典
に
は
関
係
者 

の
ほ
か
、
八
丈
島
や 

新
島
の
酒
造
会
社
、 

都
内
で
青
酎
を
取
り 

扱
っ
て
い
る
酒
店
店 

主
、
焼
酎
雑
誌
の
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
な
ど
、

多
方
面
か
ら
22
名
の
方
が
出
席
し
て
、

初
搾
り
を
祝
い
ま
し
た
。 

 

新
工
場
は
、
約
６
４
４
㎡
、
旧
工
場

の
約
３
倍
の
大
き
さ
で
、
約
１
億
９
千

万
円
の
事
業
費
を
か
け
て
整
備
さ
れ
た

も
の
で
す
。
新
工
場
を
初
め
て
見
た
出

席
者
か
ら
は
、「
す
ば
ら
し
い
」
と
驚
嘆

の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。 

青
酎
の
発
酵
や
蒸 

留
の
様
子
な
ど
に
つ 

い
て
見
学
し
た
後
、 

初
垂
れ(

ハ
ナ
タ
レ)
 

と
呼
ば
れ
る
蒸
留
直 

後
の
青
酎
の
試
飲
が 

行
わ
れ
、
ア
ル
コ
ー 

ル
度
数
70
度
を
越
え
る
、
の
ど
が
焼
け

る
よ
う
な
味
を
堪
能
し
ま
し
た
。 

 

式
典
で
は
、
荒
井
清
合
資
会
社
社
長

が
、
関
係
者
へ
の
感
謝
と
今
後
の
決
意

を
述
べ
た
後
、
菊
池
青
ヶ
島
村
長
か
ら

激
励
の
挨
拶
が
あ
り
、
中
野
八
丈
支
庁

産
業
課
長
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。 

 

新
工
場
の
稼
働
に
よ
り
、
青
酎
の
生

産
拡
大
は
も
と
よ
り
、
青
酎
の
原
材
料

で
あ
り
、
伝
統
農
作
物
で
あ
る
サ
ツ
マ

イ
モ
の
生
産
拡
大
を
図
る
こ
と
が
で

き
、
青
ヶ
島
村
の
産
業
の
発
展
が
期
待

さ
れ
ま
す
。 

産
業
課
農
務
係 

℡
２
―
１
１
１
３ 

青
酎
新
工
場
が
稼
動
！ 

青酎新工場 

杜氏の説明 

10
月
21
日
に
八
丈
町
及
び
青
ヶ
島

村
で
大
規
模
な
合
同
総
合
防
災
訓
練
が

実
施
さ
れ
、
八
丈
支
庁
も
都
災
害
対
策

本
部
八
丈
地
方
隊
と
し
て
参
加
し
ま
し

た
。 

◎
八
丈
町 

 

今
回
は
、
八
丈
富
士
に
噴
火
の
兆
候

が
確
認
さ
れ
、
噴
火
警
報
が
発
表
さ
れ

る
と
い
う
「
噴
火
災
害
」
と
、
東
海
・

東
南
海
・
南
海
地
震
に
よ
り
津
波
が
発

生
し
た
と
い
う
「
津
波
災
害
」
の
２
つ

の
想
定
で
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

「
噴
火
災
害
」
は
、
三
原
小
・
中
学

校
が
会
場
と
な
り
、
大
賀
郷
地
域
か
ら

バ
ス
で
の
避
難
誘
導
が
行
わ
れ
、
多
数

の
住
民
の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
内
の
展
示
・
体
験
エ
リ
ア
で
は
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
の
展
示
や
医
療
救
護
コ
ー

ナ
ー
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。 

ま
た
実
動
エ
リ 

ア
で
は
ラ
イ
フ
ラ 

イ
ン
の
復
旧
や
救 

出
・
救
助
が
実
施 

さ
れ
る
な
ど
、
多 

種
多
様
な
内
容
と 

な
り
ま
し
た
。 

 

「
津
波
災
害
」
は
、
底
土
港
が
会
場

防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た 

～
支
庁
独
自
の
実
動
訓
練
も
実
施
～ 救出・救助訓練の様子 

（三原小・中学校会場） 

救出・救助訓練の様子 

（底土港会場） 
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教
育
庁
八
丈
出
張
所
で
は
、
11
月
6

日
、
青
ヶ
島
小
中
学
校
に
お
い
て
、
栄

養
士
と
調
理
員
を
対
象
に
、
調
理
講
習

会
を
実
施
し
ま
し
た
。 

こ
の
講
習
会
は
、
給
食
調
理
従
事
者

の
調
理
技
術
向
上
と
献
立
の
充
実
の
た

め
、
例
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。 

今
回
は
、
健
康
に
生
活
で
き
る
骨
づ
く

り
を
テ
ー
マ
に
、「
ば
ら
の
花
寿
司
」「
お

か
ら
入
り
２
色
コ
ロ
ッ
ケ
」「
豆
腐
入
り

ミ
ー
ト
ロ
ー
フ
」「
里
芋
と
ツ
ナ
の
サ
ラ

ダ
」
「
白
ご
ま
プ
リ
ン
」
「
フ
ル
ー
ツ
ク

ラ
フ
テ
ィ
」
の
カ
ル
シ
ウ
ム
た
っ
ぷ
り

メ
ニ
ュ
ー
６
品
を
講
習
し
ま
し
た
。 

青
ヶ
島
の
学
校
給
食
で
は
、
パ
ン
や

デ
ザ
ー
ト
な
ど
も
手 

作
り
し
て
い
ま
す
。 

今
回
の
講
習
会
で
は 

特
に
八
丈
高
校
定
時 

制
の
栄
養
士
よ
り
紹 

介
さ
れ
た
「
白
ご
ま 

プ
リ
ン
」
が
好
評
で 

早
速
、
献
立
に
も
取 

り
入
れ
て
い
た
だ
け 

る
と
い
う
こ
と
で
充 

実
し
た
講
習
会
と
な 

 

り
ま
し
た
。 

今
回
講
習
し
た
メ
ニ
ュ
ー
の
レ
シ
ピ

は
、
八
丈
支
庁
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
家
庭
で
も
活
用
し
て
く

だ
さ
い
。 

教
育
庁
八
丈
出
張
所
管
理
係 

℡
２
―
０
７
４
２ 

お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 
こ
ん
に
ち
は
八
高
で
す
！ 

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
旧
年
中
は
大
変
お
世
話
に

な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 昨

年
は
、
学
校
経
営
方
針
の
柱
と
し

て
、
前
年
の
「
地
域
と
の
連
携
の
推
進
」

に
加
え
、「
学
校
間
連
携
の
推
進
」
と
し

て
、
小
学
校
、
中
学
校
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
水
泳
指
導

や
補
充
授
業
の
お
手
伝
い
等
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
年
は
さ
ら
に
連

携
を
深
め
、
共
に
地
域
の
子
ど
も
達
の

育
成
に
努
め
て
い
く
所
存
で
す
。
引
き

続
き
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

ま
た
、
本
年
は
、「
八
丈
高
校
創
立
60

周
年
」
の
記
念
す
べ
き
年
に
あ
た
り
ま

す
。
11
月
に
は
さ
さ
や
か
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
記
念
の
行
事
を
催
す
べ
く
、

現
在
、
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
後
ほ

ど
ご
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

が
、
そ
の
節
は
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
方
の
ま

す
ま
す
の
ご
多
幸
と
ご
発
展
を
心
よ
り

◎ 
新
年
挨
拶 

都
立
八
丈
高
等
学
校
長 

郡
司
正
典 

 

青
ヶ
島
で
調
理
講
習
会
を
実
施 

実習メニュー 実習風景 

る
人 

○
手
当
額
‥
２
６
４
４
０
円
（
月
額
） 

○
支
給
制
限

‥
施
設
に
入
所
し
て
い

る
と
き
、
病
院
等
に
継
続
し
て
３
か
月

を
超
え
て
入
院
し
て
い
る
と
き
、
受
給

者
本
人
な
ど
の
所
得
が
限
度
額
以
上
の

と
き
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。 

◆
障
害
児
福
祉
手
当 

○
支
給
対
象
‥

20
歳
未
満
で
、
精
神
又

は
身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
た
め
、

日
常
生
活
に
お
い
て
特
別
障
害
者
手
当

の
支
給
対
象
者
と
同
様
の
状
態
に
あ
る

人 ○
手
当
額
‥
１
４
３
８
０
円
（
月
額
） 

○
支
給
制
限

‥
施
設
に
入
所
し
て
い

る
と
き
、
障
害
を
支
給
事
由
と
す
る
公

的
年
金
を
受
け
て
い
る
と
き
、
受
給
者

本
人
や
扶
養
義
務
者
の
所
得
が
限
度
額

以
上
の
と
き
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。 

 

総
務
課
福
祉
係 

℡
２
―
１
１
１
２ 

特
別
障
害
者
手
当
等
の
認
定 

東
京
都
で
は
、
著
し
く
重
度
の
障
害

者
の
方
々
を
対
象
と
し
た
「
特
別
障
害

者
手
当
制
度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。
総

務
課
福
祉
係
で
手
当
の
認
定
・
支
給
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
下
さ
い
。 

◆
特
別
障
害
者
手
当 

○
支
給
対
象
‥

20
歳
以
上
で
、
精
神
又

は
身
体
に
著
し
く
重
度
の
障
害
が
あ
る

た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
「
常
時
特

別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
」
に
あ

民
が
ヘ
リ
に
て 

八
丈
島
へ
避
難
す 

る
と
い
う
例
年
に 

な
い
訓
練
も
行
わ 

れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 

八
丈
支
庁
で
は
、 

避
難
誘
導
・
備
蓄 

食
糧
輸
送
・
炊
出
支
援
・
道
路
復
旧
・

港
湾
警
備
・
医
療
健
康
相
談
等
の
訓
練

を
町
村
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
て

実
施
し
、
青
ヶ
島
に
も
隊
員
を
派
遣
す

る
な
ど
大
規
模
で
実
践
的
な
訓
練
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
、
反
省
点
を
検
証
し

た
上
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
時
に
対
応

で
き
る
よ
う
役
立
て
て
い
き
ま
す
。
訓

練
実
施
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

総
務
課
庶
務
係 

℡
２
―
１
１
１
１ 

青ヶ島から避難するヘリ 
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ぜ
ひ
、
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
（
入
場
無
料
）
。 

１ 

公
開
時
間 

１
月
30
日
（
金
）
12
時
～
18
時 

１
月
31
日
（
土
）
10
時
～
18
時 

２
月
１
日
（
日
）
10
時
～
12
時
30
分 

２ 

開
催
場
所 

池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ 

文
化
会
館
２
階
展
示
ホ
ー
ル
Ｄ 

産
業
課
農
務
係 

℡
２
―
１
１
１
３ 

登録番号 20 (1) 

今
月
30
日
（
金
）
か
ら
２
月
１
日
（
日
）

ま
で
、
第
58
回
関
東
東
海
花
の
展
覧
会
を

開
催
し
ま
す
。
今
年
度
は
、
石
原
都
知
事

が
会
長
を
務
め
る
こ
と
か
ら
、
東
京
産
の

花
を
Ｐ
Ｒ
す
る
特
別
展
示
を
設
け
ま
す
。 

ま
た
、
花
の
品
評
会
に
は
、
八
丈
島
や

青
ヶ
島
産
の 

切
り
葉
・
切 

り
花
類
や
観 

葉
植
物
等
が 

多
数
出
品
さ 

れ
ま
す
。 

昨年金賞のレザー 

ファン(八丈産) 

平
成
19
年
11
月
、
島
し
ょ
農
林
水
産
総
合
セ

ン
タ
ー
八
丈
事
業
所
の
漁
業
調
査
指
導
船
「
た
く

な
ん
」
（
清
水
寿
生
船
長
他
７
人
乗
船
）
が
、
漂

流
ダ
イ
バ
ー
４
人
を
無
事
救
出
し
ま
し
た
。 

こ
の
こ
と
が
顕
著
な
善
行
で
あ
っ
た
と
し
て

昨
年
12
月
、
都
知
事
か
ら
、 

職
員
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。 

受
賞
は
、
関
係
者
の
皆 

様
の
ご
協
力
に
よ
る
も
の 

で
す
。
今
後
も
地
域
に
貢 

献
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

「
た
く
な
ん
」
に
よ
る
人
命
救
助
が 

知
事
表
彰
さ
れ
ま
し
た
！ 

河口交差点 工事のお知らせ （交差点の形が変わります） 

現在、河口交差点付近で道路改修工事

（八-馬路の 4）を施工しています。 

 この工事は、町役場方面～坂上方面の

通行を円滑にするとともに、歩道を設置

するもので、平成 21 年 3 月完了を予

定しています。 

 工事期間中は、交差点の切り替えや車

線の規制などにより、ご通行の皆様にご

不便をおかけしますが、ご理解とご協力

をよろしくお願いいたします。 

担当：土木課 工事第一係  

℡ 2-1114 

至坂上 

    

《現況図》           

    

至町役場 

    

至八重根港 

    

花
の
展
覧
会
開
催
の
お
知
ら
せ 

～
八
丈
島
・
青
ヶ
島
の
花
を
Ｐ
Ｒ
～ 

 

《完成図》           

    

日時 内容 対象 参加費

  １月 １日（木）
  ～　 ３日（土）

 体験八丈太鼓 だれでも 無料

  １月11日（日）  植物公園季節調査会
中学生

以上
無料

  １月24日（土）  八丈学講座「巣箱を架けよう」 同上 無料

  ２月 ８日（日）  植物公園季節調査会 同上 無料

  ２月28日（土）  八丈学講座「春探しホタル水路ウォーク」 同上 無料

 ※毎週土、日、祝日：植物公園ガイドウォーク
   詳細は八丈ビジターセンターまで　
   ℡２－４８１１ ・ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.hachijo-vc.com

１月～２月　八丈ビジターセンター行事予定

石原知事から表彰状 

至坂上 

    

至町役場 

    

至八重根港 

    


